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授賞理由 
 森下知晃会員は下部地殻から最上部マントルに由来する超苦鉄質―苦鉄質岩とそれらに付随する岩石を研
究対象とし，海嶺での形成から沈み込みに至るまでの海洋プレート及び島弧下マントルの進化の解明に貢献
した。 
 森下会員の研究は北海道の幌満カンラン岩体の地質調査とその岩体の形成過程に関する先駆的な研究から
始まった。地質調査によって得られた超苦鉄質岩を詳細に記載するとともに，シンプレクタイトの形態から
カンラン岩体の溶融過程の解明を進めた。また，含コランダム岩に着目し，岩体を構成する岩石が過去の地
殻物質のリサイクルにより形成された可能性を示した。同様の仮説をスペインのロンダカンラン岩体の研究
においても明らかにするなど，現在までに世界中のカンラン岩体の調査に赴き，精力的に研究を進めること
により，新たな知見を報告し続けている。  
 海洋調査船を使った調査航海やオフィオライトの研究では積極性が活かされ，海洋プレートの形成および
プレート沈み込み開始直後のマグマの生成過程の解明に多大な貢献をした。森下会員のこれらの研究成果は

国際的に高く評価され，その後，国際プロジェクトへ発展した。とりわけ，国際海洋掘削計画（Integrated Ocean Drilling Project; IODP）
におけるマントル掘削プロジェクトへの貢献は大きく，プロジェクト立案のための国際委員として重要な役割を果たし，実際の掘削計
画の立案を主導した。さらに，国際陸上科学掘削計画（International Continental Scientific Drilling Program; ICDP）のもとで進められたオ
マーンオフィオライトの陸上掘削試料について，海洋調査船『ちきゅう』の研究設備を活用して分析・解析するという国際研究をコロ
ンビア大学滞在中に計画立案し，実現まで尽力した。  
 以上のように森下会員は，幌満カンラン岩体のローカルな地質調査から出発し，その起源を解明する研究成果をグローバルに応用し
て，海洋プレートや島弧下マントルの形成過程を解明し，それぞれの研究分野で新たな視点やアイデアを提案し続けてきた。日本鉱物
科学会ではこれらの成果を認め，森下会員に2021年度日本鉱物科学会賞を授与するものである。 
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森下 知晃 会員の略歴 
 
1994年 3月 金沢大学理学部地学科卒業 
1996年 3月 金沢大学大学院理学研究科物質科学専攻修士課程修了 
1999年 3月 金沢大学大学院自然科学研究科地球環境科学専攻博士後期課程修了 
1999年 4月 日本学術振興会 特別研究員 (PD) 
2001年 4月 金沢大学理学部 助手 
2007年 4月 金沢大学大学院自然科学研究科 助教  
2007年11月 金沢大学フロンティアサイエンス機構 特任准教授 
2012年 4月 金沢大学理工研究域自然システム学系 教授 
2018年 4月 金沢大学理工研究域地球社会基盤学系 教授   
現在に至る 
 
 
 
 
 

 
 
 


